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令和６年度「福島国際研究
教育機構における農林水産
研究の推進」委託事業
テーマ（４）施設園芸におけ
るエネルギー循環利用技術
体系の構築と実証のうち、
極端貴省に適応する次世代
型ハウス環境制御技術の開
発

福島国際研究教育機構
総務部長　金子　忠利
（福島県双葉郡浪江町大字権
現堂字矢沢町6番地1）

令和6年5月1日

次世代型ハウス環境制
御コンソーシアム
代表機関
国立大学法人福島大学
（福島県福島市金谷川
一番地）

機構があらかじめ公募又は企画競争の手続きを行い、また、当該研究及び実験
で得ることのできるデータの連続性の確保のために不可欠な代替性のない特定
の研究機器、材料、ソフトウェア又は役務であって、供給者が一に特定されたもの
であり、契約の性質又は目的が、競争を許さないことから、福島国際研究教育機
構会計規則第３３条第１号の規定により次世代型ハウス環境制御コンソーシアム
（代表機関：国立大学法人福島大学）と随意契約を行うものである。

- 23,999,000 - - - - -

令和６年度「福島国際研究
教育機構における農林水産
研究の推進」委託事業テー
マ（５）「化学肥料・化学農薬
に頼らない耕畜連携に資す
る技術の開発・実証」のう
ち、大規模牧場を核とした耕
畜連携のための技術開発及
び実証

福島国際研究教育機構
総務部長　金子　忠利
（福島県双葉郡浪江町大字権
現堂字矢沢町6番地1）

令和6年5月14日

化学肥料・化学農薬に
頼らない耕畜連携に資
する技術の開発・実証
のコンソーシアム
代表機関
国立大学法人東北大学
（宮城県仙台市青葉区
荒巻字青葉４６８－１）

機構があらかじめ公募又は企画競争の手続きを行い、また、当該研究及び実験
で得ることのできるデータの連続性の確保のために不可欠な代替性のない特定
の研究機器、材料、ソフトウェア又は役務であって、供給者が一に特定されたもの
であり、契約の性質又は目的が、競争を許さないことから、福島国際研究教育機
構会計規則第３３条第１号の規定により化学肥料・化学農薬に頼らない耕畜連携
に資する技術の開発・実証のコンソーシアム（代表機関：国立大学法人東北大
学）と随意契約を行うものである。

- 44,998,000 - - - - -

令和６年度「福島国際研究
教育機構における農林水産
研究の推進」委託事業
テーマ（１）土地利用型農業
における超省力生産技術の
技術開発・実証のうち、超省
力的なPDCA型スマート稲作
の体系化及び稲作の完全自
動化に向けて開発が必要な
技術の調査

福島国際研究教育機構
総務部長　金子　忠利
（福島県双葉郡浪江町大字権
現堂字矢沢町6番地1）

令和6年5月20日

超省力型スマート稲作
体系化コンソーシアム
代表機関
国立研究開発法人農
業・食品産業技術総合
研究機構
（茨城県つくば市観音台
三丁目１番地１）

機構があらかじめ公募又は企画競争の手続きを行い、また、当該研究及び実験
で得ることのできるデータの連続性の確保のために不可欠な代替性のない特定
の研究機器、材料、ソフトウェア又は役務であって、供給者が一に特定されたもの
であり、契約の性質又は目的が、競争を許さないことから、福島国際研究教育機
構会計規則第３３条第１号の規定により超省力型スマート稲作体系化コンソーシ
アム（代表機関：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構）と随意契
約を行うものである。

- 273,000,000 - - - - -

令和６年度「福島国際研究
教育機構における農林水産
研究の推進」委託事業
テーマ（３）先端技術を活用
した鳥獣被害対策システム
の構築・実証のうち、イノシ
シ捕獲を先端技術で効率化
する被害対策システム及び
超指向性超音波による野生
動物の検知・サル撃退技術
の構築・実証

福島国際研究教育機構
総務部長　金子　忠利
（福島県双葉郡浪江町大字権
現堂字矢沢町6番地1）

令和6年5月27日

先端技術を活用した鳥
獣害対策コンソーシア
ム
代表機関
国立研究開発法人農
業・食品産業技術総合
研究機構
（茨城県つくば市観音台
三丁目１番地１）

機構があらかじめ公募又は企画競争の手続きを行い、また、当該研究及び実験
で得ることのできるデータの連続性の確保のために不可欠な代替性のない特定
の研究機器、材料、ソフトウェア又は役務であって、供給者が一に特定されたもの
であり、契約の性質又は目的が、競争を許さないことから、福島国際研究教育機
構会計規則第３３条第１号の規定により、先端技術を活用した鳥獣害対策コン
ソーシアム（代表機関：国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構）と
随意契約を行うものである。

- 45,000,000 - - - - -

令和５年度「福島国際研究
教育機構における農林水産
研究の推進」委託事業
テーマ（８）福島浜通り地域
等の農林水産業復興に資す
る研究のうち、全自動無人
輪業システムの開発に向け
た下刈り作業機械の遠隔自
動運転システムの研究開
発・実証

福島国際研究教育機構
総務部長　金子　忠利
（福島県双葉郡浪江町大字権
現堂字矢沢町6番地1）

令和6年5月30日

下刈機械自動化コン
ソーシアム
代表機関
住友林業株式会社
（東京都千代田区大手
町一丁目３番２号　経団
連会館）

機構があらかじめ公募又は企画競争の手続きを行い、供給者が一に特定された
ものであり、契約の性質又は目的が、競争を許さないことから、福島国際研究教
育機構会計規則第３３条第１号の規定により下刈機械自動化コンソーシアム（代
表機関：住友林業株式会社）と随意契約を行うものである。

- 30,000,000 - - - - -
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